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研究要旨 

本邦の認知症有病者数が増え続ける中、認知症者の治療やケアに携わる全ての職種が認知症の病態の全

体像や介護者の抱える問題点を的確に把握し、相互に情報を交換できるよう共通の評価法を用いて、診

療・ケア・研究を実施できるシステムを確立する必要がある。認知症診療においては、これまで種々の

神経心理学的検査の有用性が示されてきた。しかし、評価法はきわめて多岐にわたっているため、統一

的な評価法を用いて大規模にデータを活用するには至っていない。そこで、国内外の神経心理検査の活

用状況を調査するとともに、それぞれの検査の特性を整理し、多施設で共通して実施できる精度の高い

病態評価システムを構築するための評価法の採択の根拠となる基礎的データを構築することを目的とし

て本研究を実施した。研究は研究 1-4 からなる。研究 1 では国内外の認知症診療と研究において使用さ

れている神経心理学的検査法等について、評価の特徴や版権の状況がひと目でわかる一覧表を評価領域

別に作成した。研究 2 では認知症の診療に専門的に携わる医療従事者に対して、実際に現場で用いられ

ている評価法の実態を調査し、加えて評価される当事者として軽度認知障害と認知症の人およびその家

族介護者に対して評価に対する要望や意見を調査した。研究 3 では 2011 年 1 月〜2021 年 5 月までに発

表された論文のなかから、軽度認知障害、認知症、またはその介護者を対象とした臨床研究のうち、ラ

ンダム化比較試験に用いられている評価法を抽出し約 10 年間の使用動向を調査した。研究 4では Sacred 

Heart Rehabilitation Services & St. Vincent’s Hospital Sydney（オーストラリア）において専門

的な認知症診療において評価の位置づけがどのようになされているかについて調査した。研究 1-4 の結

果から、認知症の診療や研究に用いられている評価法は多岐にわたり、目的や環境によって使い分けら

れていることが明らかになった。いずれも概ね短時間で全体的な評価ができる評価法や客観的な数値が

示される評価法が選ばれやすい傾向にあり、治療やケアの立案に不可欠な質的評価は診療報酬やマンパ

ワーの問題、評価者の技術の問題、時間的な制約などから現実的には実施されていない場合が多かった。

現時点では「正しく評価され治療やケアに活かしてほしい」「評価の内容や結果を丁寧に説明してほしい」

という MCI や認知症の人並びに家族介護者の思いを反映した評価システムが構築されているとは言い難

く、今後の課題であると考えられた。なお、研究 1-3 の詳細については、令和 3年度厚生労働科学研究

費補助金（認知症政策研究事業）：認知症者に対する最適な医療・ケアのあり方を支援する神経心理検

査等の評価法の幅広い利用に向けた指針策定に関する研究 研究報告書（抜粋版）を参照されたい。 
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Ａ．研究全体の目的 

認知症有病者数は2025年に約700万人に達する

とされ、今後さらに多くの医療・介護従事者がそ

の職種に関わらず認知症者の治療やケアに携わ

ることが予想される。こうした中で令和元年に示

された認知症施策推進大綱（認知症施策推進閣僚

会議）では「共生」と「予防」を認知症施策の基

本的な考え方の両輪としており、認知症の発症を

遅らせ、認知症になっても希望を持って日常生活

を過ごせる社会の実現を目指している。このため

には、認知症者とその介護者に対する医療と介護

のバリアフリー化を図ることが喫緊の課題であ

り、認知症者の治療やケアに携わるあらゆる職種

が認知症の病態の全体像や介護者の抱える問題

点を的確に把握し、相互に情報を交換できるツー

ルとして、共通の評価法を使用したシステムを確

立することが重要である。現在、我が国で頻用さ

れている認知機能検査にMini-Mental State Exa

minationがあるが、その得点は言語機能に依存し、

遂行機能や視空間認知機能が反映されにくい。ま

た教育歴が高いと感度が低下する等の問題点も

知られ（Velayudhan L et al, 2014）、病態を的

確に把握して日常診療やケアに役立てるという

観点からは十分な評価とはいえず、版権の問題も

存在する。一方、専門的な認知症診療においては、

これまで種々の神経心理学的検査および臨床評

価の有用性が示されてきたが、評価の目的は、認

知症の診断、重症度評価、認知機能や生活機能、

精神状態の把握、認知症の行動・心理症状（BPS

D）の評価、介護負担度の把握など多岐にわたり

（杉下, 2011; 前島ら, 2018）、その種類も膨大

である。研究代表者の所属機関においても、もの

忘れ外来初診時や脳・身体賦活リハビリテーショ

ン導入時に複数の神経心理検査等を実施し、認知

症者の障害像や残存機能、介護者の負担の詳細な

どを明らかにしているが、必要な検査を適切に選

択・実施できる高度な専門性が要求され、多施設

で統一した評価を使用するには至っていない。 

そこで本研究では、国内外の神経心理検査の活

用状況を調査するとともに、それぞれの検査の特

性を整理し、多施設で共通して実施できる精度の

高い病態評価システムを構築するための評価法

の採択の根拠となる基礎的データを構築するこ

とを目的とした。  

Ｂ．研究全体についての方法 

国内外の認知症診療における神経心理学的検査

等の評価法の実施・活用状況を明らかにすると

ともに、検査を実施・解釈する専門医や関連職種

と、実施される当事者（MCI/認知症の人とその家

族介護者）の評価に対する考え・要望を明らかに

するために、以下の研究を実施した。 

 

<研究1>本邦で使用可能な神経心理学的検査等

の評価法一覧の作成：日本語版の有無、版権の状

況、価格、必要物品、実施時間、評価法の特徴、

資格の必要性などを調査し一覧を作成した。 

 

<研究2>認知症診療における神経心理学的評価

の使用・活用状況に関する全国実態調査： 

①認知症に関する専門医と関連職種を対象とし

たアンケート調査：臨床で使用している評価法、

評価者、評価結果のフィードバック、評価を定期

的に行えない理由、評価時間・頻度などについて

実態調査を行った。 

②評価に対する当事者の考え・要望に関する調

査：MCI/認知症者30名およびその家族50名を対

象に、評価に対する思いや要望などを調査した。 

 

<研究3>国内外の研究に使用された神経心理学

的検査等の評価法の検索：2011年1月〜2021年5月

までに発表された論文のなかから、軽度認知障害、

認知症、またはその介護者を対象とした臨床研究の

うち、ランダム化比較試験に用いられている評価法

を抽出し約10年間の使用動向を調査した。さらに世

界中で実施されている認知症予防研究において使

用されている評価法についても調査した。 

 

<研究4>海外の認知症診療における神経心理学

的評価の実施に関する調査：初診から評価まで

の流れや評価を治療やケアに活かすシステムに

関するWeb調査を実施した。 

 

最終的にこれらの研究結果を集約し、統一した

評価システムの構築に向け、認知症者の障害の

全体像や介護者の抱える問題点が的確に把握で

きるような評価法を選択するための方向性を検

討した。 

 

（倫理面への配慮） 

倫理面に関する配慮としては、本研究の開始に先



3 
 

立ち、国立長寿医療研究センターの倫理・利益相

反委員会に対して「認知症の病態把握に有用な神

経心理検査等の評価法選定における要望調査」と

して申請を行い、承認を得ている（承認番号1531）。

それに基づき、全ての研究を通じて、以下の対応

で統一した。 

 

Ⅰ．研究等の対象とする個人の人権擁護 

①書面によるインフォームドコンセントに基づ

き、対象者とその家族の同意が得られた場合に

のみ研究を行う。 

 

②プライバシーを尊重するため、対象者の個別

の研究結果については秘密を厳守し、研究結果

から得られるいかなる情報も研究の目的以外に

使用しない。集計されたデータは匿名化を行い、

患者ID番号と置き換えた番号との対応表を作成

する。匿名ファイルおよび対応表へのアクセス

権は、研究代表者および研究分担者のみとする。

匿名ファイルのうち、情報は国立長寿医療研究

センターリハビリテーション科部の書庫に、対

応表は、国立長寿医療研究センター副院長室に

保存媒体を施錠保管し、研究に携わらない第三

者が管理する。 

 

③本研究の性質上、画像データは含まず、解析に

使われるのは数値データのみであるが、研究結

果の公表に際しては個人が特定できないよう配

慮する。 

 

Ⅱ．研究等の対象となる者（本人又は家族）の理

解と同意 

 対象者に対し、書面及び口頭にて研究につい

て説明し、研究の目的や内容を理解した上で同

意が得られた場合にのみ、対象者の了解を著し

た同意書に署名を依頼する。今回の研究では失

語などの言語障害により言語理解が不能な者は

除外基準としており、代諾者は必要ないと考え

られるため、代諾はなしとする。同意能力はある

が筆記困難な場合は代筆を認める。また対象者

が何らかの理由により研究の拒否、中断を申し

出た場合はすぐに中断する。 

 

Ⅲ．研究等によって生ずる個人への不利益並び

に危険性と医学上の貢献の予測 

本研究において新たに実施される評価は書面

による調査のみであるため、懸念される健康被

害は無いと考えられる。ただし、質問紙票への回

答に 15～20 分程度の時間的拘束が生じる。研究

対象者に対するその場での直接的な利益はない

が、本研究は将来の認知症リハビリテーション

医学研究の発展に寄与できる可能性がある。 

医学的な貢献としては、本研究の実施により、

国内外での神経心理的検査の活用状況が明らか

になり、今後の認知症政策を進めるにあたって、

認知症の人とその介護者の治療とケアにおける

神経心理評価の位置づけや目的が明確になる。

また、本研究の成果となる学術的かつ実用的見

地から整理された複数の神経心理検査の特性に

関するデータは、認知症診療における行政上の

評価法の採択の根拠となり、医療・介護分野で統

一した評価システムを構築するための基盤とな

る。多くの認知症専門診療や介護が行われてい

る現状においても、評価の特性や活用状況に関

して広く調査されたデータはこれまでになく、

本研究で得られるデータをもとに、認知症の人

とその介護者に対する統一した評価法を含む病

態評価システムが構築されれば、認知症の人の

障害像や介護者の抱える問題点が一律に把握で

きるのみならず、大規模な介入効果の検証も可

能となり、世界をリードする我が国の認知症診

療やケアの技術水準の向上に資することが期待

される。認知症者に対するこのような正確な病

態把握と介護者が抱える問題の明確かつ具体的

な把握は、認知症施策推進大綱にある「地域共生

社会」の実現のための認知症バリアフリーの取

り組みを推進するためにも不可欠であり、新規

性の極めて高い貴重なデータになるものと考え

る。 

 

Ⅳ．その他 

利益相反について、本研究は、厚生労働科学研

究費補助金（認知症政策研究事業）の一環として

実施するが、国立研究開発法人国立長寿医療研究

センターの職員として、センターの利益相反対処

方針に従い、利益相反行為防止規則を遵守し、適

正に本研究を実施する。 

 

 

Ｃ．全体の研究結果 
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＜研究1＞ 

認知症診療・高齢者診療および認知症関連研究

で通常用いられる評価法として、17個の全般的

認知機能関連評価、4個の知能関連評価、7個の

記憶関連評価、5個の注意機能関連評価、5個の

前頭葉・遂行機能関連評価、5個の視空間認知

関連評価、3個の行為・構成関連評価、6個の言

語・コミュニケーション関連評価、17個の

Quality of life(QOL)・Activities of daily 

living(ADL)・Instrumental ADL(IADL)関連評

価、17個の精神機能関連評価、3個のBPSD関連

評価、2個のせん妄関連評価、3個の介護負担関

連評価、9個のその他・複合評価、計103個の評

価法を抽出した。また、これらの評価法の特徴

や性質を明らかにするため、言語、著作権に関

する表示、著作権管理団体の情報、確認媒体、

使用条件、費用（評価機器、評価用紙、登録費

用、診療点数、診療区分、実施時間、適用年齢、

評価方法）評価の特徴を調査し、一覧表にまと

めた（表1）。 

 

＜研究2＞ 

①2021年7月時点で日本認知症学会専門医およ

び日本老年精神医学会専門医として登録され

ている1858名にアンケートを送付した。75名が

受け取り不可で返送され、574名の医師（回収

率32.2%）と183名の関連職種（療法士、心理士、

看護師など）から回答を得た。医師からの回答

では診療上重要と思われる評価項目としてはB

PSD（95.5%）、家族の介護負担（94.6%）、記

憶（91.5%）、介護保険の利用状況（86.2%）、

遂行機能（80.3%）が8割を超えていた。評価の

目的は主に「病態の把握」（92.2％）と「診断」

（92.0%）であり、予後の推定（32.8%）や治療・

訓練効果の判定（22.0%）は少なかった。スク

リーニングとして使用している評価法は長谷

川式簡易知能評価スケール(HDS-R)とMini-men

tal State Examination(MMSE)が圧倒的に多く、

時計描画試験や立方体模写試験、簡易前頭葉機

能検査（FAB）もよく使用されていた。QOLやA

DL、IADLの評価、言語・コミュニケーションの

評価は必須ではなく必要に応じて実施されて

いた。これらのスクリーニングに加え、質的な

評価については多くの種類の評価法が選択さ

れており、目的や病態によって工夫して使い分

けられており、何らかの統一した評価法を選択

することは困難と思われた。結果説明は94.1%

で医師が実施していたが、再診時の診療時間は

5〜15分が最多で、15分以上の診療を行ってい

るのは2割以下（19.3%）、5分以内の診療も15.

5%であり、十分な結果説明が行われていないこ

とが予想された。関連職種の調査で、定期的な

フォローの評価を行わない理由は、「医師の指

示がない」（59.6%）、「マンパワーがない」

（27.9%）の順で多く、「診療報酬点数が低い

から」、「一定期間内に再評価すると診療報酬

が査定されるから」という理由も複数挙げられ

ていた。「患者や家族が大変そう」（25.1%）、

「患者がかわいそう」（2.7%）という意見もあ

り、次に記載する“MCIや認知症の人およびそ

の家族の評価に対する要望や意見”と全く異な

る見解を持っている評価者もいた。今後、評価

の意義・必要性について啓発すべきであるとと

もに、診療報酬や診療チーム構成など、認知症

の診療システムにおける評価の位置づけや価

値を確立する必要があると思われた。 

② 国立長寿医療研究センターの倫理・利益相

反委員会での承認後（承認No.1531）、脳・身

体賦活リハビリテーションを実施しているMCI

および認知症者31名とその家族50名にアンケ

ート調査を実施した(達成率100%)。MCI/認知症

の当事者は94%が評価されることを「良いこと」

と回答、86%が「評価を希望」し、66%は「評価

時間が長くても詳細な評価を希望」していた。

評価により「できないことがわかって悲しい」

は29% 、「できることがわかって嬉しい」は89%

であった。家族は96%が評価されることを「良

いこと」と回答し、評価を受けることで「でき

ないことがわかって悲しい」が92%であったが、

「できることがわかって嬉しい」も84%あった。

評価を受けることで「頑張ろうと思う」が92％、

「評価が役に立っている」が84%、「介護負担

軽減のために評価が必要」が86%であり、9割以

上が評価時の同席を希望した。すなわち、評価

を受ける当事者や家族介護者は、適切な評価に

よって現状を把握することを希望しており、そ

のためには適切な評価の選択と、丁寧な結果の

フィードバックが必要である。当センターでは、

毎回の評価後に評価者（医師または療法士）か

らの簡単な結果説明を行い、さらに、定期受診
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時に担当医からの詳細な結果説明を行なって

おり、このようなシステムに対して、92%が「結

果説明に満足」と答えた。このような結果を得

るためには、評価によって“できないこと”の

現実を突きつけるだけでなく、画像検査などの

補助検査の結果も合わせてMCIや認知症という

病態を当事者に理解してもらうとともに、“で

きること”を評価し治療や生活指導につなげる

技術や、当事者の悲しみや喜びを理解し寄り添

い続ける技術が必要であり、評価の選択方法、

評価技術、説明技法などに関するマニュアルの

作成も必要であると考えられた。 

 

＜研究3＞ 

2011年1月〜2021年5月までに発行された医学

中央雑誌（医中誌）、PubMed、Web of Scienc

e論文のうち、“MCI(軽度認知障害)”と”dem

entia（認知症）”を対象語として論文を検索

した。検索された医中誌75本、PubMed2567本、

Web of Science3300本の論文から、RCT、かつ、

日本語または英語のフルテキストがあり、具体

的な評価法が記載されている論文を抽出した

結果、日本語論文13本 英語論文271本が該当

した。さらにこれらの論文から使用されている

評価法を抽出し、約10年間の評価法の使用動向

を調べた。使用されている評価法のカテゴリー

は全般的認知機能が40%、精神機能が20%、QOL

/ADL/IADLが13%、BPSDが11%で、介護負担や詳

細な認知機能に関する評価法は少なかった。ま

た、世界で実施されている大規模な認知症予防

研究において使用されている評価法について

は、全般的認知機能評価、記憶評価、精神機能

評価、QOL/ADL/IADLの評価が多く用いられてお

り、認知症の診療で用いられているものとは異

なる傾向にあった。これは予防研究では地域在

住高齢者やMCI者が対象となっているため、個

別の認知機能の維持というよりも、認知症の発

症または進行を予防することでQOLや精神機能、

IADL/ADLをいかに維持・向上するかが介入の主

目的になっていることが理由と考えられた。 

いずれにしても、科学的論文では、簡便に多く

の施設で評価でき、客観的指標が算出され結果

が数値としてとらえやすい評価法が選ばれる

傾向にあり、臨床において病態を明らかにし治

療やケアにつなげるために実施している質的

な評価法とは選定の傾向が異なる可能性がう

かがわれた。 

 

＜研究4＞ 

本来は現地調査の予定であったが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により海外渡航は制限さ

れたため、本調査はWebにて実施した。また、複

数の機関に協力を打診したが、新型コロナウイ

ルス感染症対策などにより認知症診療チームを

召集することが難しいなどの理由により、今回

はSacred Heart Rehabilitation Services & S

t. Vincent’s Hospital Sydney（オーストラリ

ア）において専門的な認知症診療において評価の

位置づけがどのようになされているかについて、

医師およびClinical Neuropsychologistにイン

タビュー形式で調査した。インタビューにより得

た回答は以下の通りである。 
 
1. 認知症診療の初診時に使用するスクリーニング

のための決められた評価または評価セットはある

か？ 
はい 

2.具体的な評価法は何を用いているか？ 
Addenbrooke’s Cognitive Assessment – III (ACE-

III) 
Montreal Cognitive Assessment (MOCA) 
Rowland Universal Dementia Assessment Scale 

(RUDAS) 
3. 認知症の診断はスクリーニングだけで十分だと

思うか？ 
患者の現在の認知レベルと、推定される病前機能に

よる。例えば、高度な障害がある場合は、スクリーニ

ングで十分であるが、認知機能スクリーニングに合格

しても、より包括的な神経心理学的評価で認知機能

障害が特定される場合もある。ケースバイケースで考

える必要がある。 
4.スクリーニングに用いる評価の他に診断のため

にどのような評価法を追加して行っているか？ 
詳細な神経心理学的評価は、参加者の現在の認知レ

ベルおよび発症前の推定機能に合わせて選び、実施

する。具体的な評価法には以下のようなものがある。 
Test of Premorbid Functioning (TOPF) 
WAIS-IV (一部のサブテスト) 
WMS-IV (一部のサブテスト) 
List learning task または the Rey Auditory and 
Verbal Learning Test または California verbal 
learning test – short or long form 
Boston Naming Test 
Rey Complex Figure Test (Copy and 3 min 
delay) 
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Simple copying 
Clock Drawing 
Praxis Screening 
Verbal Fluency (Phonemic and Semantic) 
Trail Making Test 
Colour Form Sort 
Geriatric depression scale or the DASS-21 
Optional assessments may include: 
Wisconsin Card Sorting Test 
Hayling Sentence Completion Test 
The Sydney Language Battery (Sydbat) 
5. 追加の評価の必要性は誰が判断しているか？ 
精神科医および/または登録医（老年精神医学専門

医） 
6. スクリーニングは誰が実施しているか？ 
精神科医および/または登録医（老年精神医学専門

医） 
ただ し、認知症が疑われる段階では General 
Physician（一般内科医・老年科医）が Mini-mental 
State Examination を実施し、その結果が不良であ

る場合に精神科医または老年精神医学専門医が

認知症の診断や治療のためにスクリーニングを実

施する。 
7. 追加の評価は誰が実施しているか？ 
Clinical Neuropsychologist 
8. スクリーニングはどのくらい時間がかかる

か？ 

認知機能スクリーニングは約 30 分かかる。その後、

老年精神医学専門医の診察が行われ、初診時の全

部の所要時間は約 90 分である。 
9. すべての追加評価にかかる時間は？ 

テストを完了するのに約 3 時間、採点、レポート作

成、フィードバックなどにさらに 8～9 時間かかる。 
10. 定期的な評価はどれくらいの頻度で行われる

か？ 

認知機能スクリーニング（MOCA/ACE-III/RUDAS）

は通常 12 ヵ月に 1 回行う（ただし、患者がより頻繁

に認知機能のモニタリングを必要とする治療を受け

ている場合はこの限りではない）。詳細な神経心理

学的評価の見直しはそれほど頻繁に行われない

が、概ね初診から約 12～18 ヶ月後に実施される。 
11. 病院には認知症ケアチームがあるか？  

ある場合、参加職種は何か。 

高齢者メンタルヘルスサービスがあり、老年精神科

医、作業療法士、臨床心理士、臨床神経心理士、看

護師、ソーシャルワーカーからなる多職種チームがあ

る。このチームは、抑うつなど一次的な精神疾患を患

っている人や認知症の人を管理している。 
一方、認知症の診断を受けているが、精神的には安

定しており精神科の診療を受けていない場合は、認

知症ケアサービスチームによって管理されている。こ

の部門のスタッフは、老年科専門医、看護師、臨床神

経心理士、作業療法士、理学療法士、ソーシャルワー

カーがいる。 
12. 評価の結果について、チーム内で議論してい

るか？ 

OPMH のチームでは、常に評価結果について議論

している。 
13. 評価を行い得られた結果は、認知症の診断

やケアにどのように活用されているか？ 
評価の結果は処方される薬、推奨されるサポートのレ

ベルや種類、臨床心理学や作業療法による介入の種

類など、ケアのあらゆる側面に影響している。また、将

来計画にも寄与する。このため、認知症の治療におい

ては詳細な評価は不可欠である。 
14. 診断結果は誰が患者や家族（介護者）に説明

するか？ 

様々です。主に老年精神医学専門医がフィードバック

を行うが、時には、多職種からなるチーム（老年精神

科医、作業療法士、臨床神経心理士など）のメンバー

が、より詳細なフィードバックを行うために、家族会議

を開くこともある。神経心理士が直接患者・家族に別

のフィードバックセッションを行うこともある。 
15. 初診時の使用時間はどれくらいか？  

90 分（老年精神医学専門医） 

180 分(臨床神経心理士) 
16. 再診までの時間はどのくらいか？ 

患者さんの状態によって異なりますが、1〜3 ヶ月が多

い。 
17. 診断やケアに評価を行うことは有用だと思う

か？ 

非常にそう思う。 

18. その理由は何か？ 

早い段階で総合的に評価することで、より早く診断し、

適切な薬物療法や支援策を開始することができ、患

者や介護者のためになる。 
19. 評価を受けたくない患者さんに対して、何か

工夫はあるか？ 

診察は受けるが、他の評価(例えば、脳の MRI、認知

スクリーニング、正式な神経心理学的評価)は受けな

いという患者には、患者と家族からの病歴に基づい

て、実用的な診断に到達できる場合がある。このよう

な場合、作業診断に基づいた支持戦略/治療が可能

である。 
20. グローバルに連携した認知症研究において、

どのような評価項目、評価方法が必要だと思う

か？ 

認知機能の正式な評価セット（単なる認知スクリーニ

ングではなく、神経心理学的な評価の決まった評価

法） 
バイオマーカー（最低限、海馬の体積を評価するため

の冠状動脈スライスによる脳 MRI を期待する。PiB 
PET スキャンは、オーストラリアではいくつかの研究で

使用されているが、現段階では診断目的では使用で
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きない。その他、遺伝子のバイオマーカーも収集する

価値があるかもしれない。） 
定期的な血液検査：ビタミン B12 の低下、甲状腺の機

能障害など、認知障害の可逆的な原因を除外する 
日常生活機能の評価（自己/家族からの報告または作

業療法士による評価） 
神経精神医学的特徴の評価（例：Neuropsychiatric 
Inventory を用いた評価） 
 

Ｄ．全体の考察 

認知症者の治療やケアに携わる多職種が，認知症

の病態の全体像や介護者の抱える問題点を的確

に把握し、相互に情報を交換しながらシームレス

な医療やケアを提供するシステムの構築を目指

すなかで共通の評価法を選択し使用することは

重要なテーマである。 

今回の1-4の研究から、全体的にはMMSEやHDS-R

のような全般的認知機能や時計描画・立方体模

写試験のような視覚認知機能をみるもの、前頭

葉機能をみるFABなどの評価法が用いられやす

い傾向があったが、研究ではこれに加え、精神機

能やQOL/ADL/IADLなどに関する評価法も多く選

ばれていた。また、臨床でも研究でも比較的簡便

で短時間に評価できるものが選ばれる傾向にあ

ったが、臨床では治療やケアを行うために、より

詳細な評価が多岐の領域にわたって実施されて

おり、治療やケアに活かすための質的な評価法

が重要視されているものと思われた。これらの

スクリーニングや質的評価の頻用評価法につい

て、評価法の特徴や評価前に準備すべきもの、所

要時間、資格、版権などについて知っておくこと

は評価の実施において非常に重要であり、本研

究でまとめた評価表の一覧表は、実臨床でも研

究でも大いに役立つものと考えられる。 

評価法の統一した選定に関しては、現時点では

認知症の臨床においても研究においても、目的

や状況に応じて様々な評価法が選択され複数の

評価法が工夫されて使い分けられていることが

明らかになっており、一つの評価法を目的や状

況に関係なく選び出すことは困難と考えられた。

また、評価される当事者であるMCIや認知症の人

およびその家族は、時間がかかっても詳細な評

価と評価結果のフィードバック、評価結果の治

療やケアへの反映を希望しており、その意味か

らもスクリーニングとして簡便な評価法を実施

した上で、病態や重症度などを明らかにするた

めの詳細な質的評価を実施すべきであると考え

られた。 

さらには著作権の問題もあり、近年、研究目的に

フリーで使用できる評価法は減る傾向にあり、臨

床や研究目的であっても評価機器や評価用紙の

購入または登録が必要なものが複数みられた。一

方、古くから使われている評価法などに関しては

著作権の記載が見当たらないものもあり、それら

をどのように扱うかは議論の余地がある。本邦で

診療報酬が算定できる評価法のほとんどは、評価

機器や評価用紙の購入が必要であり、このような

事情も評価法の選定に影響してくると考えられ

る。今後、我が国で使用される評価法の統一を考

えるにあたって、評価機器や評価用紙の購入、ま

たは登録が必要なものは広く普及させにくいと

いう懸念がある反面、著作権に関する記載がない

評価法の中には様々な改訂版が存在しているも

のも多く、評価の信頼性や妥当性など科学的信憑

性の面で問題となることが予想される。このため、

今後、我が国の認知症診療に使用するために選定

した評価法に関しては、可能な限り無償化を図る

よう、しかるべき部署が著作権を管理する、ある

いは、全く新たな評価法を開発するなどの工夫が

必要であると思われた。 

現時点においては、認知症の診療や研究におい

ては、今回の研究の成果である評価一覧表から、

目的や状況に応じて、また最近の論文で用いら

れる評価法の動向を見ながら必要な評価法を選

定し、症状の簡単な全体像を捉えたうえで、病態

などに基づき種々の評価法を個別に選んで使用

することが推奨される。このため、今後は、その

選定のためのマニュアルなどを整備する必要が

あると考えられた。 

今回は新型コロナウイルス感染症の流行の影響

により海外の現地調査が実施できなかったため、

今後、機会を見つけ、海外の認知症の診療で使用

している神経心理検査、医療・福祉連携システム、

チーム構成などの情報を調査することを考えて

いる。 

 
Ｅ．全体の結論 
 評価者は臨床においても研究においても、よ

り簡便な評価法を工夫して選ぶ傾向にあったが、

MCI/認知症の人と家族介護者は、評価に時間が

かかっても、病状や自分達が置かれた現状を知
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り、可能な限り自立した生活を継続するための

評価を希望していた。これを実現するためには

評価結果を治療やケアに活かすための丁寧な考

察や検査結果の当事者へのフィードが必要であ

るが、現時点では評価技術、マンパワー、診療報

酬、当事者の要望への理解不足などにより、当事

者の思いを反映した評価システムが構築されて

いるとは言い難い。このため、臨床においては、

大まかに症状の全体像を短時間で把握するため

のスクリーニングとしての簡便な評価法に加え、

病態を明らかにし治療やケアにつなげるための

詳細な質的評価法を、それぞれ目的や状況に応

じて選び出す必要があるものと考えられた。海

外の機関におけるインタビューでも、この傾向

はほぼ同様であり、認知症診療や研究における

評価法の選出方法は世界的に同様の傾向である

と考えられた。 
一方、認知症診療の発展のためにはエビデンス

を重ねることもまた必要であり、臨床とは別の

視点で科学的根拠の構築に有用な客観的な数値

が算出できる評価法の選定もまた重要である。

本研究では、これらの選出の根拠臨床と研究で

使用できる評価法の選定のための基礎的データ

をまとめており、今後の評価の選定の一助にな

るものと考えられる。 
今後、本邦において広く統一した評価法を使用

していくためには、これらの基礎的データに加

え、著作権問題の解決と、評価法の選定、結果の

解釈、治療やケアに活かすための技術などに関

する評価マニュアルの作成が必要と思われた。 
なお、研究1-3の詳細については、令和3年度厚生

労働科学研究費補助金（認知症政策研究事業）：

認知症者に対する最適な医療・ケアのあり方を支

援する神経心理検査等の評価法の幅広い利用に

向けた指針策定に関する研究 研究報告書（抜粋

版）についてまとめているため、そちらを参照さ

れたい。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
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表
1 

神
経
心
理
学
的
評
価
表
一
覧
（
1/7：

全
般
的
認
知
機
能
）

形
式

研
究
3

SR
論
文
掲
載
件
数

研
究
4

ア
ン
ケ
ー
ト

（
日
本
国
内
の
病
院

な
ど
で
使
用
）

略
語

名
称

質
問
回
答
式
（
自
己
記
入
も
含
む
）

家
族
介
護
者
質
問

観
察
評
価

実
施
時
間

（
分
）

適
応
年
齢

評
価
機
器

手
引
書
な
ど

評
価
用
紙

部
数

金
額

ABC D
em

entia Scale

ABC認
知

症
ス

ケ
ー

ル
◯

一
定

の
手

続
き

に
て

使
用

可
能

専
用

サ
イ

ト
・

https://w
w

w
2.tri-kobe.org/events/entry/ABC/

・
https://ctportal.tri-kobe.org/studies/ququ/scale.htm

l
・

公
益

財
団

法
人

神
戸

医
療

産
業

都
市

推
進

機
構

 医
療

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー
 ABC認

知
症

ス
ケ

ー
ル

事
務

局

Addenbrooke’s Cognitive Exam
ination-Ⅲ

専
用

サ
イ

ト
・

©
 2000, John R. H

odges
・

https://w
w

w
.sydney.edu.au/brain-m

ind/resources-for-clinicians/dem
entia-

test.htm
l

・
frontier@

sydney.edu.au

ACE-Ⅲ
日

本
語

版
◯

Takenoshita S, Terada S, Yoshida H
, et al. Validation of Addenbrooke’s Cognitive

Exam
ination III for detecting m

ild cognitive im
pairm

ent and dem
entia in Japan. BM

C
Geriatrics. 2019; 19(1): 123.

Alzheim
er's D

isease Assessm
ent Scale

雑
誌

M
ohs RC, Rosen W

G, D
avis KL. The Alzheim

er's disease assessm
ent scale: an instrum

ent for
assessing treatm

ent efficacy. Psychopharm
acology Bulletin. 1983; 19(3): 448-450.

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

評
価

ス
ケ

ー
ル

◯
書

籍
本

間
 昭

. Alzheim
er's D

isease Assessm
ent Scale（

AD
AS）

. 高
齢

者
の

た
め

の
知

的
機

能
検

査
の

手
引

き
. ワ

ー
ル

ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
. 1991; 43-52.

Alzheim
er's D

isease Assessm
ent Scale-cognitive com

ponent

Alzheim
er's D

isease Assessm
ent Scale-cognitive com

ponent-Japanese version
◯

所
定

の
手

続
き

に
よ

り
複

製
可

能
専

用
サ

イ
ト

・
認

知
神

経
科

学
会

・
認

知
神

経
科

学
会

・
https://plaza.um

in.ac.jp/∼
scn/

本
間

 昭
, 福

沢
 一

吉
, 塚

田
 良

雄
ほ

か
. Alzheim

er’s D
isease Assessm

ent Scale (AD
AS) 日

本
版

の
作

成
. ⽼

年
精

神
医

学
雑

誌
. 1992; 3(6): 647-655.

Clinical D
em

entia Rating
専

用
サ

イ
ト

・
Copyrigt 2001 by W

ashingyon University in
St.Louis,M

issouri.
・

Joanne Knight Alzheim
er's D

isease Research Center (Knight AD
RC) 

・
The CD

R®
 D

em
entia Staging Instrum

ent (w
ustl.edu)

臨
床

認
知

症
評

価
法

◯
雑

誌
M

eguro K, Shim
ada M

, Yam
aguchi S, et al. Neuropsychosocial features of very m

ild
Alzheim

er's disease (CD
R 0.5) and progression to dem

entia in a com
m

unity: The Tajiri
Project. J Geriatr Psychiatr Neurol. 2004; 17(4): 183-189.

Neurobehaviral Cognitive Status Exam
ination

日
本

語
版

 CO
GNISTAT 認

知
機

能
検

査
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

株
式

会
社

ワ
ー

ル
ド

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

（
東

京
、

2004年
発

行
）

Functional Assessm
ent Staging

専
用

サ
イ

ト
・

FAST ©
 2007 Rosa et al.

認
知

症
機

能
評

価
別

病
期

分
類

◯
書

籍
石

井
 徹

郎
. Functional Assessm

ent Staging（
FAST）

. 高
齢

者
の

た
め

の
知

的
機

能
検

査
の

手
引

き
. ワ

ー
ル

ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
. 1991; 59-64.

4
◯

H
D

S-R
改

訂
長

谷
川

式
認

知
症

ス
ケ

ー
ル

（
H

asegaw
a’s D

em
entia Scale-Revised; H

D
S-R）

◯
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10∼

20
D

285-1
80

7,700円
30部

5,500円
一

定
の

条
件

に
て

複
製

可
能

雑
誌

長
谷

川
 和

夫
，

井
上

 勝
也

，
守

屋
 国

光
. ⽼

人
の

痴
呆

審
査

ス
ケ

ー
ル

の
一

検
討

. 精
神

医
学

. 1974; 16: 956-
969.

M
ultiphasic Early D

em
entia Exam

ination

多
面

的
初

期
認

知
症

判
定

検
査

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
M

ED
E研

究
会

・
M

ED
E研

究
会

M
ini-Cog

出
版

社
サ

イ
ト

・
M

ini-Cog©
S,Borson.All rights reserved.

・
soob@

uw
.edu

M
ini-Cog©

◯
所

定
の

手
続

き
に

よ
り

複
製

可
能

専
用

サ
イ

ト
・

M
ini-Cog©

S,Borson.All rights reserved.
・

soob@
uw

.edu

M
ini-M

ental State
専

用
サ

イ
ト

・
Copyright ©

 1975 Published by Elsevier Inc. Published by
Elsevier INC.

・
perm

issions@
elsevier.com

M
ini M

ental State Exam
ination

販
売

サ
イ

ト
・

Copyright ©
 1975 Published by Elsevier Inc.

・
https://w

w
w

.parinc.com
/products/pkey/237

精
神

状
態

短
時

間
検

査
 

改
訂

日
本

版
（

M
ini M

ental State Exam
ination-Japanese; M

M
SE-J）

◯
手

引
書

1,100円
50部

6,600円
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
日

本
文

化
科

学
社

（
東

京
、

2019年
発

行
）

M
ontreal Cognitive Assessm

ent
専

用
サ

イ
ト

・
https://w

w
w

.m
ocatest.org/

日
本

語
版

M
oCA（

Japanese version of M
ontreal Cognitive Assessm

ent; M
oCA-J）

◯
所

定
の

手
続

き
に

よ
り

複
製

可
能

雑
誌

鈴
木

 宏
幸

, 藤
原

 佳
典

. M
ontreal Cognitive Assessm

ent(M
oCA)の

日
本

語
版

作
成

と
そ

の
有

効
性

 に
つ

い
て

. ⽼
年

精
神

医
学

雑
誌

. 2010; 21: 198-202.

0
◯

NCGG-FAT
国

立
長

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
・

機
能

評
価

ツ
ー

ル
（

NCGG-Functional Assessm
ent Tool; NCGG-FAT）

◯
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
最

大
54分

一
定

の
手

続
き

に
て

使
用

可
能

専
用

サ
イ

ト
・

©
 国

立
長

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
 予

防
⽼

年
学

研
究

部

Repeatable Battery for the Assessm
ent of Neuropsychological Status

専
用

サ
イ

ト
・

Coppyright ©
1998，

2012 NCS Pearson,Inc.

神
経

心
理

学
的

状
態

の
評

価
の

た
め

の
反

復
可

能
バ

ッ
テ

リ
ー

◯
所

定
の

手
続

き
に

よ
り

複
製

可
能

雑
誌

松
井

 三
枝

. 日
本

語
版

神
経

心
理

検
査

RBANSの
標

準
化

研
究

―
標

準
値

に
つ

い
て

－
. 富

山
大

学
杉

谷
キ

ャ
ン

パ
ス

一
般

教
育

研
究

紀
要

. 2009; 37: 31-53.

0
O

CS
O

xford cognitive Screen
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10∼

20
専

用
サ

イ
ト

©
 Copyright, O

xford University Innovation Lim
ited, 2015. All

Rights Reserved.

16
GD

S
Global D

eterioration Scale
観

察
評

価
10∼

20
雑

誌
Reisberg B, Ferris SH

, de Leon M
J, et al. The Global D

eterioration Scale for assessm
ent of

prim
ary degenerative dem

entia. Am
 J Psychiatry. 1982; 139(9): 1136-1139.

Severe Im
pairem

t Battery
専

用
サ

イ
ト

・
©

 Springer Science+
Business M

edia, LLC 2011

SIB日
本

語
版

◯
雑

誌
新

名
 理

恵
, 本

間
 昭

, 須
⾙

 佑
一

ほ
か

. SIB日
本

語
版

お
よ

び
改

訂
AD

CS-AD
L日

本
語

版
の

信
頼

性
・

妥
当

性
・

臨
床

的
有

用
性

の
検

討
. ⽼

年
精

神
医

学
雑

誌
. 2005; 16(6): 683-691.

複
製
や
購
入
の
指
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
評
価
法
の
原
文

全
般

的
認

知
機

能

0
◯

ABC-D
S

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

診
療
点
数

日
本
語
版
の
諸
費
用

私
的
使
用
目
的

以
外
の
複
製
・
購
入

に
つ
い
て

確
認
媒
体

著
作
権
に
関
す
る
表
示

・
著
作
権
管
理
団
体
に
関
す
る
情
報

・
出
典
か
ら
確
認
さ
れ
る
連
絡
先

分
類

本
課
題
の
他
の
研
究
と
の
関
連

評
価
の
名
称

日
本
語

検
査
の
特
徴

診
療
区
分

0
◯

ACE-Ⅲ
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
15∼

20

34
◯

AD
AS

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

40∼
90

D
285-3

450

0
◯

AD
AS-cog

AD
AS-Jcog

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

30∼
45

D
285-3

450

備
品

セ
ッ

ト
58,795円
 手

引
書

1,603円

55
◯

CD
R

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

60∼
120

D
285-1

80
採

点
マ

ニ
ュ

ア
ル

2,800円

0
◯

CO
GNISTAT

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

D
285-1

80

12
◯

FAST
観

察
評

価
10∼

20

0
◯

M
ED

E
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
家

族
介

護
者

質
問

式
30∼

45
成

人
D

285-1
80

手
引

書
3,740円

25部
Ab 8,800円
c  4,400円

1
◯

M
ini-Cog

M
ini-Cog©

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

186
◯

M
M

S
M

M
SE®

M
M

SE-J
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10∼

20

D
285-1

80

19
◯

M
oCA

M
oCA-J

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

D
285-1

80

1
◯

RBANS
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
20∼

30
D

285-1
80

7
◯

SIB
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
30∼

45
51∼

91歳
D

285-1
80
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表
1 

神
経
心
理
学
的
評
価
表
一
覧
（
2/7：

記
憶
/注

意
）

Benton Visual Retention Test

ベ
ン
ト
ン
視
覚
記
銘
検
査

◯
複
製
不
可
・
要
購
⼊

販
売
サ
イ
ト

・
三
京
房
（
京
都
、
1963年

発
行
）

0
◯

CVLT
California Verbal Learning Test

質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

30~
45

複
製
不
可
・
要
購
⼊

販
売
サ
イ
ト

・
Instrum

ent copyrighted by Pearson
https://w

w
w
.pearsonassessm

ents.com
/store/usassessm

ents/en/Store/Profes
sional-Assessm

ents/Cognition-%
26-Neuro/M

em
ory/California-Verbal-

Learning-Test-%
7C-Third-Edition/p/100001944.htm

l

Rey Auditory verbal learning test
・
Public dom

ain
Rey A. L'exam

en clinique en psychologie. [The clinical exam
ination in psychology]. Presses

Universitaries D
e France. 1958.

聴
覚
⾔
語
学
習
検
査

◯
雑
誌

若
松
 直

樹
, ⽳

⽔
 幸

⼦
, 加

藤
 元

一
郎
. 認

知
機
能
障
害
の
個
別
的
評
価
に
関
す
る
神
経
⼼
理
学
的
検
査
 記

憶
障
害

Rey Auditory Verbal Learning Test(RAVLT). 日
本
臨
床
 . 2003; 61(9): 279-284.

The Riverm
ead Behavioral M

em
ory Test

日
本
版
リ
バ
ー
ミ
ー
ド
行
動
記
憶
検
査

◯
複
製
不
可
・
要
購
⼊

販
売
サ
イ
ト

・
千
葉
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
（
東
京
、
2002年

発
行
）

Rey-O
sterrieth Com

plex Figure Test
雑
誌

Rey A. L'exam
en psychologique dans les cas d'encéphalopathie traum

atique. (Les
problem

s.) [The psychological exam
ination in cases of traum

atic encepholopathy.
Problem

s]. Archives de Psychologie. 1941; 28: 215–285.

レ
イ
複
雑
図
形
検
査

◯
書
籍

⽯
合
 純

夫
. ⾼

次
脳
機
能
障
害
学
. 医

⻭
薬
出
版
. 2003; 169-172.

Standard verbal paired-associate learning test

標
準
⾔
語
性
対
連
合
学
習
検
査

◯
出
版
社
サ
イ
ト

・
日
本
⾼
次
脳
機
能
障
害
学
会

・
新
興
医
学
出
版
社
（
東
京
、
2014年

発
行
）

・
日
本
⾼
次
脳
機
能
障
害
学
会

・
新
興
医
学
出
版
社
（
東
京
、
2014年

発
行
）

W
echeler M

em
ory Scale-Revice

ウ
エ
ク
ス
ラ
ー
記
憶
検
査

◯
複
製
不
可
・
要
購
⼊

販
売
サ
イ
ト

・
日
本
⽂
化
科
学
社
（
東
京
、
2001年

発
行
）

・
日
本
⽂
化
科
学
社
（
東
京
、
2001年

発
行
）

Clinical Assessm
ent for Attention /  Clinical Assessm

ent for Spontaneity

標
準
注
意
検
査
法
 / 標

準
意
欲
評
価
法

◯
複
製
不
可
・
要
購
⼊

出
版
社
サ
イ
ト

・
日
本
⾼
次
脳
機
能
障
害
学
会

・
新
興
医
学
出
版
社
（
東
京
、
2006年

発
行
）

・
日
本
⾼
次
脳
機
能
障
害
学
会

・
新
興
医
学
出
版
社
（
東
京
、
2006年

発
行
）

4
◯

D
SST

D
igit sym

bol substitution test
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

~
5

専
⽤
サ
イ
ト

・
W
echsler,1997

Stroop Test
雑
誌

Stroop JR. Studies of interference in serial verbal reactions. J Exp Psychol. 1935; 18: 643-
662.

新
ス
ト
ル
ー
プ
検
査
I

◯
1,320円

30部
9,900円

複
製
不
可
・
要
購
⼊

販
売
サ
イ
ト

・
ト
ー
ヨ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
福
岡
、
1990年

発
行
）

・
ト
ー
ヨ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
福
岡
、
1990年

発
行
）

新
ス
ト
ル
ー
プ
検
査
II

◯
2,200円

30部
9,900円

複
製
不
可
・
要
購
⼊

販
売
サ
イ
ト

・
ト
ー
ヨ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
福
岡
、
1990年

発
行
）

・
ト
ー
ヨ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
福
岡
、
1990年

発
行
）

浜
 治

世
. Stroop-Color W

ord Test. 実
験
異
常
⼼
理
学
. 1969; 誠

⼼
書
房
. 207-212.

Trail M
aking Test

雑
誌

・
TM

T ©
 2008, The Neuropsychology Center, PC, 1979, 1992,

Ralph M
. Reitan, PhD

Tom
baugh TN. Trail m

aking test A and B: norm
ative date stratified by age and education.

Arch Cilin Neuropsychol. 2004; 19: 203-214.

Trail M
aking Test 日

本
版

◯
複
製
不
可
・
要
購
⼊

出
版
社
サ
イ
ト

・
日
本
⾼
次
脳
機
能
障
害
学
会

・
新
興
医
学
出
版
社
（
東
京
、
2019年

発
行
）

・
日
本
⾼
次
脳
機
能
障
害
学
会

・
新
興
医
学
出
版
社
（
東
京
、
2019年

発
行
）

0
◯

か
な
ひ
ろ
い
テ
ス
ト

◯
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

~
5

複
製
可

書
籍

金
⼦
 満

男
. 地

⽅
の
新
評
価
シ
リ
ー
ズ
XIV か

な
ひ
ろ
い
テ
ス
ト
. ⽼

年
痴
呆
. 1996; 10: 313-315.

280
17,600円

記
録
100部

3,850円
描
画
200部

2,200円

0
◯

RAVLT
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

45~
60

0
◯

BVRT
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

~
5

8歳
~
成
人

3
◯

RBM
T

質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

20~
30

成
人

D
285-2

280
68,200円

25部
6,600円

3
◯

RO
CFT

質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

40~
60

D
285-2

280

0
◯

S-PA
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

10~
20

16~
84歳

D
285-2

280
4,950円

20部
4,400円

11
◯

W
M
Sー

R
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

45～
60

16~
74歳

D
285-3

450
99,000円

20部
11,000円

注
意

0
◯

CAT / CAS
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

120～
成
人

記
憶

D
285-2

D
285-3

450
24,200円

20部
6,600円

15
◯

Stroop Test
質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

~
5

⼩
学
⽣
～
⾼
齢
者

40部
5,500円

D
285-1

80

38
◯

TM
T

TM
T-J

質
問
回
答
式
（
⾃
⼰
記
⼊
も
含
む
）

10~
20

20~
89歳

11



表
1 

神
経
心
理
学
的
評
価
表
一
覧
（
3/7：

言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
/行

為
・
構
成
/視

空
間
認
知
）

Com
m

unication AD
L Test

実
⽤

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
検

査
◯

複
製

不
可

・
要

購
⼊

書
籍

・
医

⻭
薬

出
版

株
式

会
社

（
東

京
、

1990年
発

行
）

・
医

⻭
薬

出
版

株
式

会
社

（
東

京
、

1990年
発

行
）

Standard Language Test of Aphasia

標
準

失
語

症
検

査
◯

複
製

不
可

・
要

購
⼊

出
版

社
サ

イ
ト

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

2003年
発

行
）

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

2003年
発

行
）

Supplem
entary Tests for Standard Language Test of Aphasia

標
準

失
語

症
検

査
補

助
テ

ス
ト

◯
複

製
不

可
・

要
購

⼊
出

版
社

サ
イ

ト
・

日
本

高
次

脳
機

能
障

害
学

会
・

新
興

医
学

出
版

社
（

東
京

、
2011年

発
行

）
・

日
本

高
次

脳
機

能
障

害
学

会
・

新
興

医
学

出
版

社
（

東
京

、
2011年

発
行

）

W
estern Aphasia Battery

W
AB失

語
症

検
査

 日
本

版
◯

複
製

不
可

・
要

購
⼊

書
籍

・
W

AB失
語

症
検

査
（

日
本

語
版

）
作

成
委

員
会

・
医

学
書

院
（

東
京

、
1986年

発
行

）
・

W
AB失

語
症

検
査

（
日

本
語

版
）

作
成

委
員

会
・

医
学

書
院

（
東

京
、

1986年
発

行
）

5
CO

W
AT

Controlled O
ral W

ord Association Test
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
不

明
ePRO

VID
E

・
CO

W
AT ©

 by PAR. All rights reserved.
Benton AL. Problem

s of test construction in the field of aphasia. Cortex. 1967; 3(1): 32–58.

0
◯

重
度

失
語

症
検

査
◯

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
⼊

も
含

む
）

60~
90

5,720円
20部

6,600円
複

製
不

可
・

要
購

⼊
販

売
サ

イ
ト

・
協

同
医

書
出

版
社

（
東

京
、

1997年
発

行
）

・
協

同
医

書
出

版
社

（
東

京
、

1997年
発

行
）

Cube Copying Test
雑

誌
Necker LA. O

bservations on som
e rem

arkable optical phenom
ena seen in Sw

itzerland; and
an optical phenom

enon w
hich occurs on view

ing of a crystal or geom
etrical solid. Phil M

ag. 
2009; 1832(1): 329–337.

⽴
⽅

体
模

写
試

験
◯

雑
誌

前
島

 伸
一

郎
, 大

沢
 愛

⼦
. ⽴

⽅
体

模
写

試
験

検
査

-CCT. 日
本

医
師

会
雑

誌
. 2018; 147(2): 154-6.

Clock D
raw

ing Test
雑

誌
Van D

er H
orst L. Constructive apraxia. Psychological view

s on the conception of space. 
Journal of Nervous and M

ental D
isease. 1934; 80: 645–650.

時
計

描
画

テ
ス

ト
◯

雑
誌

吉
村

 貴
⼦

, 前
島

 伸
一

郎
, 大

沢
 愛

⼦
ほ

か
. Clock D

raw
ing Test(CDT)の

評
価

法
に

関
す

る
臨

床
的

検
討

. 高
次

脳
機

能
研

究
. 2008;  28(4): 361-372.

Standard Preform
ance Test of Apraxia

標
準

高
次

動
作

性
検

査
 改

訂
版

◯
複

製
不

可
・

要
購

⼊
販

売
サ

イ
ト

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

1999年
発

行
）

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

1999年
発

行
）

Behavioural Inattention Test

行
動

性
無

視
検

査
 日

本
版

◯
複

製
不

可
・

要
購

⼊
販

売
サ

イ
ト

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

1999年
発

行
）

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

1999年
発

行
）

Raven's Colored Progressive M
aterices

レ
ー

ヴ
ン

⾊
彩

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

検
査

◯
複

製
不

可
・

要
購

⼊
販

売
サ

イ
ト

・
日

本
⽂

化
科

学
社

（
東

京
、

1993年
発

行
）

・
日

本
⽂

化
科

学
社

（
東

京
、

1993年
発

行
）

Visual Perception Test for Agnosia

標
準

高
次

視
知

覚
検

査
 改

訂
版

◯
複

製
不

可
・

要
購

⼊
販

売
サ

イ
ト

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

2003年
発

行
）

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

2003年
発

行
）

0
◯

⼭
⼝

式
キ

ツ
ネ

・
ハ

ト
模

擬
テ

ス
ト

◯
観

察
評

価
~

5
雑

誌
Yam

aguchi H
, M

aki Y, Yam
agam

i T. Yam
aguchi Fox-Pigeon Im

itation Test: A Rapid Test for
D

em
entia. D

em
ent Geriatr Cogn D

isord. 2010; 29: 254–258.

Noise Pareidolia Test
雑

誌
・

Copyright（
2014）

, w
ith perm

ission from
 Elsevier.

Yokoi K, Nishio Y, Uchiyam
a M

, et al. H
allucinators find m

eaning in noises: pareidolic illusions
in dem

entia w
ith Lew

y bodies. Neuropsychologia. 2014; 56: 245-254.

ノ
イ

ズ
パ

レ
イ

ド
リ

ア
・

テ
ス

ト
◯

雑
誌

⻲
井

 英
一

. Noise pareidolia testを
⽤

い
た

神
経

変
性

疾
患

の
評

価
. 日

本
⽼

年
医

学
会

雑
誌

. 2016; 53(4):
461.

166,650円
20部

3,080円

0
◯

SLTA
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
40~

150
成

人
D

285-3

0
◯

CAD
L

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
⼊

も
含

む
）

60~
90

450
46,200円

20部
4,070円

0
◯

SLTA-ST
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
90~

120
成

人
D

285-3
450

33,000円
20部

4,400円

0
◯

W
AB

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
⼊

も
含

む
）

120~
240

D
285-3

450
9,900円

20部
3,080円

行
為

・
構

成

2
◯

CCT
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
5~

10

⾔
語

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

11
◯

CD
T

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
⼊

も
含

む
）

5~
10

0
◯

SPTA
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
90~

120
成

人
D

285-3
450

6,270円
20部

3,630円

視
空

間
認

知

1
◯

BIT
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
45~

60

50部
5,500円

0
◯

VPTA
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
30~

45

33,000円
20部

3,300円

0
◯

RCPM
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

⼊
も

含
む

）
10~

20

0
◯

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
⼊

も
含

む
）

10~
20

45歳
~

D
283-1

80
22,000円

成
人

D
285-3

450
44,000円

20部
7,700円

12



表
1 

神
経
心
理
学
的
評
価
表
一
覧
（
4/7：

精
神
状
態
）

Apathy Evaluation Scale -Self-rated
専

用
サ

イ
ト

・
©

 1991, University of Pittsburgh. All rights reserved. This 
form

 is distributed by M
api Research Trust under license

や
る

気
ス

コ
ア

◯
雑

誌
岡

田
 和

悟
, 小

林
 祥

泰
, ⻘

木
 耕

ほ
か

. や
る

気
ス

コ
ア

を
用

い
た

脳
卒

中
後

の
意

欲
低

下
の

評
価

. 脳
卒

中
. 

1998; 20: 318-323.

Behavioral Pathology in Alzheim
er’s D

isease
専

用
サ

イ
ト

・
©

 1986 by Barry Reisbery, M
.D

. All rights reserved.

日
本

語
版

BEH
AVE-AD

◯
雑

誌
朝

田
 隆

, 本
間

 昭
, 木

村
 通

宏
ほ

か
. 日

本
語

版
BEH

AVE-AD
の

信
頼

性
に

つ
い

て
. ⽼

年
精

医
誌

. 1999; 
10(7): 825-834.

Cattele Anxiety Scale
・

Public dom
ain

CAS不
安

測
定

検
査

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
専

用
サ

イ
ト

・
東

京
心

理
株

式
会

社
（

東
京

、
1960年

発
行

）

The Center for Epidem
iologic Studies D

epression Scale
・

Public dom
ain

う
つ

病
（

抑
う

つ
状

態
）

自
⼰

評
価

尺
度

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
専

用
サ

イ
ト

・
千

葉
テ

ス
ト

セ
ン

タ
ー

（
東

京
、

2008年
発

行
）

Cohen-M
ansfield Agitation Inventory

専
用

サ
イ

ト
・

©
 Cohen M

ansfield, 1986. All rights reserved.

コ
ー

エ
ン

・
マ

ン
ス

フ
ィ

ー
ル

ド
agitation評

価
票

日
本

語
版

◯
雑

誌
本

間
 昭

, 新
名

 理
恵

, 石
井

 徹
郎

ほ
か

. コ
ー

エ
ン

・
マ

ン
ス

フ
ィ

ー
ル

ド
agitation 評

価
票

(Cohen- 
M

ansfield Agitation Inventory; CM
AI)日

本
語

版
の

妥
当

性
の

検
討

. ⽼
年

精
医

誌
. 2002; 13(7): 831-

835.

Cornell Scale for D
epression in D

em
entia

専
用

サ
イ

ト
・

https://iss.ndl.go.jp/books/R000000004-I11197633-00

Cornell認
知

症
抑

う
つ

尺
度

◯
一

定
の

条
件

に
て

複
製

可
能

雑
誌

堤
田

 梨
沙

, 安
達

 圭
一

郎
. CSD

D
(Cornell Scale for D

epression in D
em

entia)日
本

語
改

訂
版

の
作

成
-ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

患
者

を
対

象
に

し
て

. 応
用

障
害

心
理

学
研

究
. 2011; 10: 13-21.

Geriatric D
epression Scale

雑
誌

・
Copyright ©

 1983 Published by Elsevier Inc.
・

Copyright Clearance Center,Inc.
Sheikh JI, Yesavage JA. Geriatric D

epression Scale (GD
S): Recent evidence and 

developm
ent of a shorter version. Clinical Gerontologist: The Journal of Aging and M

ental 
H

ealth. 1986; 5(1-2): 165–173.

⽼
年

期
う

つ
病

評
価

尺
度

（
Geriatric D

epression Scale15; GD
S15）

◯
雑

誌
・

日
本

⽼
年

医
学

会
松

林
 公

蔵
, 小

澤
 利

男
. 総

合
的

日
常

生
活

機
能

評
価

法
−

I評
価

の
方

法
. d ⽼

年
者

の
情

緒
に

関
す

る
評

価
. 

Geriatric M
edicine. 1994; 32: 541-546.

⽼
年

期
う

つ
の

検
査

-15-日
本

語
版

（
GD

S-15-J）
◯

3,190円
60部

3,190円
所

定
の

手
続

き
に

よ
り

複
製

可
能

出
版

社
サ

イ
ト

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

2017年
発

行
）

H
ospital Anxiety and D

epression Scale
専

用
サ

イ
ト

・
http://plaza.um

in.ac.jp/∼
pcpkg/hads.htm

l

H
ospital Anxiety and D

epression Scale日
本

語
版

◯
雑

誌
⼋

田
 宏

之
, 東

 あ
か

ね
, ⼋

城
 博

子
ほ

か
. H

ospital Anxiety and D
epression Scale日

本
語

版
の

信
頼

性
と

妥
当

性
の

検
討

：
女

性
を

対
象

と
し

た
成

績
. 心

⾝
医

学
. 1998; 38: 309-315.

H
am

ilton D
epression Rating Scale

©
 The British Psychological Society, m

anaged by W
iley

M
ax H

am
ilton. A rating scale for depression. J Neurol Neurosurg Psychiatry. 1960; 23: 56–

62.

ハ
ミ

ル
ト

ン
う

つ
病

症
状

評
価

尺
度

◯
書

籍
・

星
和

書
店

（
東

京
、

2014年
発

行
）

稲
田

 俊
也

 編
，

稲
田

 俊
也

, 佐
藤

 康
一

, 山
本

 暢
朋

, 稲
垣

 中
, ⼋

木
 剛

平
, 中

根
 允

文
 著

. H
AM

D
を

使
い

こ
な

す
 ハ

ミ
ル

ト
ン

う
つ

病
評

価
尺

度
（

H
AM

D
）

の
解

説
と

利
用

の
手

引
き

. 星
和

書
店

，
東

京
，

2014.

M
anifest Anxiety Scale

販
売

サ
イ

ト

M
AS顕

在
性

不
安

尺
度

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
出

版
社

サ
イ

ト
・

三
京

房
（

京
都

、
2013年

改
訂

）
・

三
京

房
（

京
都

、
2013年

改
訂

）

Philadelphia Geriatric Center M
orale Scale

ePRO
VID

E
・

©
 Polisher Research Institute, M

adlyn and Leonard 
Abram

son Center for Jew
ish Life

改
訂

版
モ

ラ
ー

ル
・

ス
ケ

ー
ル

◯
前

田
 大

作
，

浅
野

 仁
，

谷
口

 和
江

. ⽼
人

の
主

観
的

幸
福

感
の

研
究

-モ
ラ

ー
ル

・
ス

ケ
ー

ル
に

よ
る

測
定

の
試

 み
. 

社
会

⽼
年

学
. 1979; 11: 15-31.

Profile of M
ood States

販
売

サ
イ

ト
・

©
 2003, 1989, D

ouglas M
M

, Joan Lorr, Leo F, D
ropplem

an, 
under exclusive license to M

ulti-H
ealth System

s Inc. All rights 
reserved.

日
本

語
版

 PO
M

S 
絶

版

Profile of M
ood States 2nd Edition

PO
M

S２
 日

本
語

版
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

金
子

書
房

（
東

京
、

2015年
発

行
）

・
金

子
書

房
（

東
京

、
2015年

発
行

）

Perceived Stress Scale 14 item
s

ePRO
VID

E
・

Instrum
ent copyrighted by the Am

erican Sociological 
Association

知
覚

さ
れ

た
ス

ト
レ

ス
尺

度
◯

雑
誌

鷲
見

 克
典

.  知
覚

さ
れ

た
ス

ト
レ

ス
尺

度
（

Perceived Stress Scale）
日

本
語

版
に

お
け

る
信

頼
性

と
妥

当
性

の
検

討
. 健

康
心

理
学

研
究

. 2006; 19(2): 44-53.

The Zung Self-rating D
epression Scale

・
©

 W
. Zung, 1972

う
つ

性
自

⼰
評

価
尺

度
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

三
京

房
（

京
都

、
2011年

改
訂

）
・

三
京

房
（

京
都

、
2011年

改
訂

）

State-Trait Anxiety Inventory
・

©
 1968, 1977 by Charles D

. Spielberger

新
版

 STAI 状
態

ｰ特
性

不
安

検
査

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
実

務
教

育
出

版
（

東
京

、
2012年

改
訂

）

8
RAID

Rating Anxiety in D
em

entia
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10∼

20
一

定
の

条
件

に
て

複
製

可
能

雑
誌

Shanker KK, W
alker M

, Frost D
, et al. The developm

ent of a valid and reliable scale for 
rating anxiety in dem

entia (RAID
). Aging & M

ental H
ealth. 1999; 3(1): 39-49.

Vitality Index
雑

誌
・

Copyright Clearance Center,Inc.
Toba K, Nakai R,  Akishita M

, et al. Vitality Index as a useful tool to assess elderly w
ith 

dem
entia. Geriatr Gerontol Int. 2002; 2(1): 23-29.

意
欲

の
指

標
◯

所
定

の
手

続
き

に
て

複
製

可
能

・
©

Japan Geriatrics Society

5∼
10

精
神

状
態

4
◯

AES-S
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）

D
285-1

80

0
◯

CAS
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
5∼

10
中

学
生

～
大

学
生

5
◯

BEH
AVE-AD

家
族

介
護

者
質

問
式

10∼
20

D
285-1

80
手

引
書

500円
1部

260円

24
◯

CES-D
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10∼

20
15歳

∼
D

285-1
80

手
引

書
880円

50部
5,500円

43
◯

CM
AI

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

32
◯

CSD
D

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

68
◯

GD
S

GD
S15

GD
S-15-J

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

5∼
10

55∼
92歳

4
◯

H
AM

-D
 / H

D
RS

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

13
◯

H
AD

S
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
5∼

10

D
285-1

80

0
◯

M
AS

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

5∼
10

16∼
60歳

D
285-1

80
50部

7,700円

0
◯

PGC M
orale Scale

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

3/0
◯

PO
M

S/PO
M

S2

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

D
285-1

80

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

D
285-1

80
16,500円

20部
6,600円

0
◯

PSS14
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
5∼

10

0
◯

SD
S

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10∼
20

⻘
年

∼
D

285-1
80

50部
8,800円

4
◯

STAI
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10∼

20
18歳

∼
D

285-1
80

900円
50部

8,750部

1
◯

VI
観

察
評

価
5∼

10

13



表
1 

神
経
心
理
学
的
評
価
表
一
覧
（
5/7：

前
頭
葉
機
能
/知

能
/せ

ん
妄
/BPSD/介

護
負
担
）

Behavioural Assessm
ent of the D

ysexecutive Syndrom
e

日
本

版
BAD

S遂
行

機
能

障
害

症
候

群
の

行
動

評
価

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

2003年
発

行
）

・
日

本
高

次
脳

機
能

障
害

学
会

・
新

興
医

学
出

版
社

（
東

京
、

2003年
発

行
）

Frontal Assessm
ent Battery

雑
誌

D
ubois B, Slachevsky A, Litvan I, et al. The FAB: A frontal assessm

ent battery at bedside. 
Neurology. 2000;  55(11): 1621–1626.

前
頭

葉
評

価
バ

ッ
テ

リ
ー

◯
雑

誌
田

口
 万

⾥
子

, 加
藤

 梓
, 佐

藤
 卓

也
ほ

か
. ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
患

者
に

お
け

る
Frontal Assessm

ent 
Battery(FAB)の

遂
行

機
能

障
害

評
価

尺
度

と
し

て
の

妥
当

性
の

検
討

. 臨
床

精
神

医
学

. 2016; 45(9): 1187-
1195.

Gam
bling Task

雑
誌

Bechara A, D
am

asio AR, D
am

asio H
, et al. Insensitivity to future consequences  

follow
ingdam

age to hum
an prefrontal cortex. Cognition. 1994; 50: 7-15.

ギ
ャ

ン
ブ

リ
ン

グ
課

題
◯

雑
誌

加
藤

 隆
, 加

藤
 元

一
郎

, ⿅
島

 晴
雄

. ギ
ャ

ン
ブ

リ
ン

グ
課

題
 前

頭
葉

眼
窩

部
機

能
障

害
を

検
出

す
る

検
査

法
. 脳

と
精

神
の

医
学

. 2001; 12: 157-163.

W
isconsin Card Sorting Test

慶
應

版
ウ

ィ
ス

コ
ン

シ
ン

・
カ

ー
ド

分
類

検
査

（
KW

CST）
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

三
京

房
（

京
都

、
1995年

発
行

）
・

三
京

房
（

京
都

、
1995年

発
行

）
⿅

島
 晴

雄
, 加

藤
 元

一
郎

. W
isconsin Card Sorting Test (Keio Version)(KW

CST). 脳
と

精
神

の
医

学
. 

1995; 6(2): 209-216.

W
ord Fluency Test / Verbal  Fluency Test

雑
誌

Thurstone LL. Prim
ary m

ental abilities. Chicago University of Chicago Press. 1938.

言
語

流
暢

性
課

題
◯

雑
誌

伊
藤

 恵
美

. 言
語

流
暢

性
課

題
の

信
頼

性
と

妥
当

性
の

検
討

. 神
経

心
理

学
. 2006; 22(2): 146-152.

Japanese Adult Reading Test

知
的

機
能

の
簡

易
評

価
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

新
興

医
学

出
版

社
（

東
京

、
2006年

発
行

）
・

新
興

医
学

出
版

社
（

東
京

、
2006年

発
行

）

Kohs Block D
esign Test

コ
ー

ス
立

方
体

組
み

合
わ

せ
テ

ス
ト

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
三

京
房

（
京

都
、

2014年
改

訂
）

・
三

京
房

（
京

都
、

2014年
改

訂
）

W
echsler adult Intelligence Scale-Third Edition

日
本

版
W

AIS
TM-III成

人
知

能
検

査
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
2006年

発
行

）
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
2006年

発
行

）

W
echsler adult Intelligence Scale-Fourth Edition

日
本

版
W

AIS
TM-IV成

人
知

能
検

査
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
2018年

発
行

）
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
2018年

発
行

）

Confusion Assessm
ent M

ethod
雑

誌
Inouye SK, van D

yck CH
, Alessi CA, et al. Clarifying confusion: the confusion assessm

ent 
m

ethod. A new
 m

ethod for detection of delirium
. Ann Intern M

ed. 1990; 113(12): 941-948.

CAM
 日

本
語

版
◯

雑
誌

渡
邉

 明
. The Confusion Assessm

ent M
ethod(CAM

) 日
本

語
版

の
妥

当
性

. 総
合

病
院

精
神

医
学

. 2013; 
25(2): 165-170.

NEECH
AM

 confusion scale
雑

誌
Neelon VJ, Cham

pagne M
T, Carlson JR, et al. NEECH

AM
 confusion scale: 

Construction,validation, and clinical testing. Nurs Res. 1996; 45(6): 324–330.

日
本

語
版

NEECH
AM

混
乱

・
錯

乱
状

態
ス

ケ
ー

ル
◯

雑
誌

綿
貫

 成
明

. 日
本

語
版

NEECH
AM

混
乱

・
錯

乱
状

態
ス

ケ
ー

ル
の

開
発

及
び

せ
ん

妄
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

. 臨
床

看
護

研
究

の
進

歩
. 2001;  12: 46-63.

D
em

entia Behavior D
isturbance Scale

雑
誌

Baum
garten M

, Becker R, Gauthier S. Validity and reliability of the dem
entia behavior 

disturbance scale. J Am
 Geriatr Soc. 1990; 38: 221-226.

D
BD

ス
ケ

ー
ル

◯
雑

誌
溝

口
 環

，
飯

島
 節

. D
em

entia Behavior D
isturbance scale に

よ
る

⽼
年

期
痴

呆
患

者
の

行
動

障
害

に
関

す
る

研
究

. 日
⽼

医
誌

. 1990; 30: 835-840.

Frontal Behavioral Inventory 
雑

誌
Kertesz A, D

avidson W
, Fox H

. Frontal behavioral inventory: diagnostic criteria for frontal 
lobe dem

entia. Can. J. Neurol. Sci. 1997; 24: 29-36.

日
本

版
前

頭
葉

性
行

動
質

問
紙

◯
雑

誌
松

井
 三

枝
, 三

村
 將

, 田
渕

 肇
ほ

か
. 日

本
版

前
頭

葉
性

行
動

質
問

紙
Frontal Behavioral Inventory(FBI)の

作
成

. 高
次

脳
機

能
研

究
. 2008; 28(4): 373-382.

Neuropsychiatric Inventory
出

版
社

サ
イ

ト
・

Jeffrey L．
Cum

m
ings Copyright ⓒ

・
Jeffrey L．

Cum
m

ings
・

https://m
icron-kobe.com

/archives/w
orks/npi

日
本

語
版

 Neuropsychiatric Inventory
◯

雑
誌

繁
信

 和
恵

. 日
本

語
版

NPI-NH
の

妥
当

性
と

信
頼

性
の

検
討

. BRAIN and NERVE. 2008; 60(12): 1463-
1469.

Neuropsychiatric Inventory-10-item
 version

ePRO
VID

E
・

©
 1995 JCum

m
ings; all rights reserved

・
https://m

icron-kobe.com
/archives/w

orks/npi

Neuropsychiatric Inventory Q
uestionnaire

出
版

社
サ

イ
ト

・
Jeffrey L．

Cum
m

ings Copyright ⓒ
・

Jeffrey L．
Cum

m
ings

・
https://m

icron-kobe.com
/archives/w

orks/npi

日
本

語
版

NPI-Q
◯

雑
誌

松
本

 直
美

. 日
本

語
版

NPI-D
と

NPI-Q
の

妥
当

性
と

信
頼

性
の

検
討

. 脳
と

神
経

. 2006; 58(9): 785-790.

1
◯

CAM
Caregiver Assessm

ent M
easure

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10~
20

雑
誌

Epstein-Lubow
 G, Gaudiano BA, H

inckley M
, et al. Evidence for the validity of the Am

erican 
M

edical Association’s Caregiver Self-Assessm
ent Q

uestionnaire as a screening m
easure for 

depression. Journal of the Am
erican Geriatrics Society. 2010; 58(2): 387-388.

15
◯

RM
BPC

Revised M
em

ory and Behavior Problem
s Checklist

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

20~
30

一
定

の
手

続
き

に
て

使
用

可
能

専
用

サ
イ

ト
・

©
 Linda Teri, PhD

, University of W
ashington

・
https://sgec.stanford.edu/

Zarit Burden Interview
・

Copyright 1980, 1983, 1990 Steven H
 Zarit and Judy M

 
Zarit

日
本

語
版

Zarit介
護

負
担

尺
度

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
三

京
房

（
京

都
、

2003年
発

行
）

・
三

京
房

（
京

都
、

2003年
発

行
）

Arai Y, Kudo K, H
osokaw

a T, et al. Reliability and validity of the Japanese version of the 
Zarit Caregiver Burden Interview

. Psychiatry and Clinical Neuroscience. 1997; 51(5): 281-
287.

41,800円
20部

3,300円

10
◯

FAB
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
5~

10
D

285-1
80

0
◯

BAD
S

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

30~
45

成
人

D
285-2

280

0
◯

GT
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
30~

45

0
◯

W
CST

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

30~
45

成
人

D
285-2

280
101,200円

25
◯

W
FT / VFT

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

10~
20

知
能

0
◯

JART
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10~

20
成

人
D

283-1

前
頭

葉
機

能

80
3,300円

20部
3,300円

0
◯

Kohs
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
5~

50
6歳

~
D

283-1
80

42,900円
100部

3,850円

3
◯

W
AIS-III/W

AIS-IV

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

60~
95

16~
89歳

D
283-3

せ
ん

妄

1
◯

CAM
観

察
評

価
5~

10

450
148,500円

20部
13,200円

質
問

回
答

式
（

自
⼰

記
入

も
含

む
）

60~
95

16~
91歳

D
283-3

450
15,4000円

20部
16,500円

0
◯

NEECH
AM

観
察

評
価

10~
20

5~
10

75
◯

NPI
NPI-10
NPI-Q

観
察

評
価

10~
20

0
◯

FBI
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
家

族
介

護
者

質
問

式
5~

10

介
護

負
担

38
◯

ZBI
質

問
回

答
式

（
自

⼰
記

入
も

含
む

）
10~

20

BPSD

0
◯

D
BD

観
察

評
価

30部
5,500円

D
285-1

80

14



表
1 

神
経
⼼
理
学
的
評
価
表
⼀
覧
（
6/7：

QOL・
ADL・

IADL）

0
◯

AD
CS-AD

L M
CI 24

Alzheim
er’s D

isease Cooperative Study - Activities of D
aily Living Inventory – M

ild Cognitive 
Im

pairm
ent

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

10~
20

ePRO
VID

E
Pedrosa H

, D
e Sa A, Guerreiro M

, et al. Functional evaluation distinguishes M
CI patients 

from
 healthy elderly people--the AD

CS/M
CI/AD

L scale. J Nutr H
ealth Aging. 2010; 14(8): 

703-709.

Barthel Index
専

用
サ

イ
ト

・
©

Copyright 1965 by the M
edical and Chirurgical Faculty of 

the State of M
aryland.

・
M

api  Research Trust
・

https://w
w

w
.m

edchi.org/Your-Resource/Barthel-Index

バ
ー

セ
ル

・
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
◯

所
定

の
手

続
き

に
よ

り
複

製
可

能

8
◯

D
-Q

O
L

D
em

entia Q
uality of Life Instrum

ent
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
10~

20
ePRO

VID
E

・
Novem

ber 1998, Center for Clinical Aging Services Research 
of the UCSF/Goldm

an Institute on Aging

assessm
ent of quality of life for people w

ith dem
entia

専
用

サ
イ

ト
・

https://w
w

w
.tm

ghig.jp/research/release/2019/1010.
・

https://w
w

w
.tm

ghig.jp/research/release/2019/1010.

日
本

語
版

D
EM

Q
O

L
◯

専
用

サ
イ

ト
・

https://w
w

w
.tm

ghig.jp/research/release/2019/1010.htm
l

EuroQ
oL 5-D

im
ension 3-Level

専
用

サ
イ

ト
・

©
 The Euroqol Group (English source and all translations 

and all adaptations). EQ
-5D

™
 is a trade m

ark of the EuroQ
ol 

Group
・

https://euroqol.org

日
本

語
版

 EuroQ
ol健

康
関

連
尺

度
 3項

目
法

◯
研

究
目

的
の

場
合

は
無

料
（

要
使

用
登

録
）

・
そ

の
他

は
要

問
い

合
わ

せ
専

用
サ

イ
ト

・
©

 The Euroqol Group (English source and all translations 
and all adaptations). EQ

-5D
™

 is a trade m
ark of the EuroQ

ol 
Group

・
https://euroqol.org

EuroQ
oL 5-D

im
ension 5-Level

専
用

サ
イ

ト
・

©
 The Euroqol Group (English source and all translations 

and all adaptations)EQ
-5D

™
 is a trade m

ark of the EuroQ
ol 

Group
・

https://euroqol.org

日
本

語
版

 EuroQ
ol健

康
関

連
尺

度
 5項

目
法

◯
研

究
目

的
の

場
合

は
無

料
（

要
使

用
登

録
）

・
そ

の
他

は
要

問
い

合
わ

せ
専

用
サ

イ
ト

・
©

 The Euroqol Group (English source and all translations 
and all adaptations). EQ

-5D
™

 is a trade m
ark of the EuroQ

ol 
Group

・
https://euroqol.org

Frenchay Activities Index 
雑

誌
H

olbrook M
, et al. An Activities Index For Use w

ith Stroke Patients. Age and Ageing. 1983; 
12: 116-170.

改
訂

版
Frenchay Activities Index 

◯
雑

誌
末

永
 英

文
, 宮

永
 敬

市
, 千

坂
 洋

⺒
ほ

か
. 改

訂
版

Frenchay Activities Index自
己

評
価

表
の

再
現

性
と

妥
当

性
. 日

本
職

業
・

災
害

医
学

会
会

誌
. 2000; 48(1): 55-60.

The General H
ealth Q

uestionnaire

日
本

語
版

GH
Q

精
神

健
康

調
査

票
（

GH
Q

12）
100部

13,200円
複

製
不

可
・

要
購

入
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
2013年

発
行

）
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
2013年

発
行

）

日
本

語
版

GH
Q

精
神

健
康

調
査

票
（

GH
Q

28）
複

製
不

可
・

要
購

入
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
1996年

発
行

）
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
1996年

発
行

）

日
本

語
版

GH
Q

精
神

健
康

調
査

票
（

GH
Q

30）
複

製
不

可
・

要
購

入
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
1996年

発
行

）
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
1996年

発
行

）

日
本

語
版

GH
Q

精
神

健
康

調
査

票
（

GH
Q

60）
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
1985年

発
行

）
・

日
本

文
化

科
学

社
（

東
京

、
1985年

発
行

）

Katz’s Index of Independence in Activities of D
aily Living

専
用

サ
イ

ト
・

Instrum
ent copyrighted by the Am

erican M
edical Association 

(AM
A)

Katz S, Ford AB, M
oscow

itz RW
, et al. Studies of Illness in the aged. The index of AD

L: A 
standardized m

easure of biological and psychological function. JAM
A. 1963; 185: 914-919.

Katzの
日

常
生

活
動

作
ス

ケ
ー

ル
◯

The Law
tonInstrum

ental Activities of D
aily Living Scale

出
版

社
サ

イ
ト

・
©

1969 The Gerontological Society of Am
erica Copyright

・
©

1969 O
xford University Press

・
Copyright Clealance Center,Inc.

Law
ton の

手
段

的
日

常
生

活
活

動
尺

度
◯

所
定

の
手

続
き

に
よ

り
複

製
可

能
雑

誌

Physical Self-M
aintenance Scale

ePRO
VID

E
・

©
 Polisher Research Institute - Philadelphia Geriatric Center

日
本

語
版

 Physical Self-M
aintenance Scale

◯
雑

誌
鉾

石
 和

彦
, 池

田
 学

, 牧
 徳

彦
ほ

か
. 日

本
語

版
Physical Self-M

aintenance Scale並
び

に
Instrum

ental 
Activities of D

aily Living Scaleの
多

職
種

間
に

お
け

る
信

頼
性

の
検

討
. 日

本
医

師
会

雑
誌

. 1999; 122(1): 
110-114.

Q
uality of Life in Alzheim

er’s D
isease

ePRO
VID

E
・

©
 1996, Rebecca Logsdon, PhD

.
・

M
api Research Trust PRO

VID
E™

 27 rue de la Villette 69003 Lyon France

日
本

語
版

 Q
O

L-AD
 

◯
雑

誌
M

atsui T, Nakaaki S, M
urata Y, et al. D

eterm
inants of the quality of life in Alzheim

er's 
disease patients as assessed by the Japanese version of the Q

uality of Life-Alzheim
er's 

disease scale. D
em

entia and Geriatric Cognitive D
isorders. 2006; 21: 182-191.

6
◯

Q
UALID

Q
uality of Life in Late-Stage D

em
entia

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

10~
20

ePRO
VID

E
・

©
 2002 M

yron F. W
einer, M

.D
.

0
◯

Q
UALID

EM
Q

uality of life m
easure for people w

ith dem
entia

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

10~
20

ePRO
VID

E
・

©
 Ettem

a, D
e Lange, D

röes, M
ellenbergh & Ribbe; 2005

M
edical O

utcom
e Study Short-Form

 36-Item
 H

ealth Survey
W

are JE, Sherboune CD
. The M

O
S 36-item

 Short-Form
 H

ealth Survey (SF-36). Conceptual 
fram

ew
ork and item

 selection. M
ed Care. 1992; 30: 473–489.

SF-36v2®
◯

複
製

不
可

・
要

購
入

販
売

サ
イ

ト
・

M
edical O

utcom
e Trust, Q

ualityM
etric Inc., Fukuhara S.

M
edical O

utcom
e Study Short-Form

 8-Item
 H

ealth Survey

SF-8™
日

本
語

版
◯

一
定

の
条

件
に

て
複

製
可

能
(要

登
録

申
請

)
販

売
サ

イ
ト

・
Q

ualityM
etric Inc., Fukuhara S.

・
https://w

w
w

.qualitest.jp/files/190419̲2017hojunchi.pdf
福

原
 俊

一
, 鈴

鴨
 よ

し
み

. 健
康

関
連

Q
O

L尺
度

-SF-8と
SF-36. 医

学
の

歩
み

. 2005; 213: 133-136.

5
◯

W
H

O
Q

O
L

W
H

O
 Q

uality of Life
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
10~

20
ePRO

VID
E

・
©

The W
orld H

ealth O
rganisation

W
H

O
 Q

uality of Life 26
ePRO

VID
E

・
©

The W
orld H

ealth O
rganisation

W
H

O
 Q

O
L 26

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
金

子
書

房
（

東
京

、
1997年

発
行

）
・

金
子

書
房

（
東

京
、

1997年
発

行
）

7
D

AD
D

isability Assessm
ent for D

em
entia

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

10~
20

雑
誌

Gelinas I, Gauthier L, M
cIntyre M

, et al. D
evelopm

ent of a functional m
easure for persons 

w
ith Alzheim

er’s disease: the D
isability Assessm

ent for D
em

entia. Am
 J O

ccup Ther. 1999; 
53(5): 471-481.

Q
O

L・
AD

L・
IAD

L

31
◯

BI
観

察
評

価
10~

20

6
◯

D
EM

Q
O

L
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
10~

20

21
◯

EQ
-5D

-3L/EQ
-5D

-5L

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

10~
20

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

10~
20

0
◯

FAI
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
家

族
介

護
者

質
問

式
10~

20

4
◯

GH
Q

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

10~
20

12歳
~

D
285-1

80

5,500円
50部

13,200円

12
◯

Katz Index
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
5~

10

8
◯

Law
ton IAD

L scale
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
家

族
介

護
者

質
問

式
10~

20

0
◯

PSM
S

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

5~
10

29
◯

Q
O

L-AD
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
10~

20

21/0
◯

SF-36/SF-８

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

5~
10

質
問

回
答

式
（

自
己

記
入

も
含

む
）

5~
10

登
録

時
見

積
も

り

D
285-1

80
手

引
改

訂
版

1,760円
50部

9,900円
0

◯
W

H
O

Q
O

L26
質

問
回

答
式

（
自

己
記

入
も

含
む

）
10~

20
18歳

~

15



表
1 

神
経
心
理
学
的
評
価
表
一
覧
（
7/7：

そ
の
他
）

Colum
bia-Suicide Severity Rating Scale

ePRO
VID

E
・

©
 2008 The Research Foundation for M

ental H
ygiene, Inc.

コ
ロ

ン
ビ

ア
自

殺
重

症
度

評
価

尺
度

◯

com
prehensive geriatric assessm

ent

高
齢

者
総

合
的

機
能

評
価

簡
易

版
◯

書
籍

⿃
⽻

 研
二

, 松
林

 公
蔵

, 飯
島

 節
ほ

か
. 高

齢
者

総
合

的
機

能
評

価
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 (⿃

⽻
研

二
監

修
). 厚

生
科

学
研

究
所

. 2003; 3-225.

Cornell M
edical Index 

CM
ITM健

康
調

査
票

◯
複

製
不

可
・

要
購

入
販

売
サ

イ
ト

・
三

京
房

（
京

都
、

2019年
発

行
）

・
三

京
房

（
京

都
、

2019年
発

行
）

the D
em

entia Assessm
ent Sheet for Com

m
unity-based Integrated Care System

-21 item
s

◯
観

察
評

価
20~

30
一

定
の

条
件

に
て

複
製

可
能

専
用

サ
イ

ト
・

©
栗

田
主

一
　

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
研

究
所

・
https://dasc.jp

the D
em

entia Assessm
ent Sheet for Com

m
unity-based Integrated Care System

-8 item
s

◯
観

察
評

価
10~

20
所

定
の

手
続

き
に

よ
り

複
製

可
能

専
用

サ
イ

ト
・

©
日

本
⽼

年
医

学
会

2018
・

日
本

⽼
年

医
学

会

D
em

entia Care M
apping

認
知

症
ケ

ア
マ

ッ
ピ

ン
グ

◯
要

認
定

資
格

専
用

サ
イ

ト
・

認
知

症
介

護
研

究
・

研
修

大
府

セ
ン

タ
ー

・
jim

ubu.o-dcrc@
dcnet.gr.jp

Eating Attitudes Test-26 
ePRO

VID
E

・
©

 Garner, D
.M

 et al. (1982); Eating Attitudes LLC. 2021

日
本

語
版

EAT-26
◯

雑
誌

M
ukai T, Crogo M

, Shisslak CM
. Eating attitudes and w

eight preoccupation am
ong fem

ale 
high school students in Japan. Journal of Child Psychiatry. 1994; 35: 677-688.

RBD
 screening questionnaire-Japanese version

ePRO
VID

E
・

RBD
SQ

 ©
 2007 International Parkinson and M

ovem
ent 

D
isorder Society (M

D
S). All Rights Reserved

REM
睡

眠
行

動
障

害
(RBD

)ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
質

問
票

◯
雑

誌
M

iyam
oto T, M

iyam
oto M

, Iw
anam

i M
, et al. The REM

 sleep behavior disorder screening 
questionnaire: validation study of a Japanese version. Sleep M

ed. 2009; 10: 1151-1154.

Tinker toy test
雑

誌
Lezak M

D
. Exective functions and m

otor per- form
ance. In neuropsychological assessm

ent 
3rd edition. oxford UP. New

 York. 1995; 650-685.

Tinker Toy Test 
◯

雑
誌

中
村

 泰
久

，
⽳

水
 幸

子
，

山
中

 武
彦

ほ
か

. 健
常

者
の

Tinker toy Test の
作

成
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
質

的
分

析
. 

認
知
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